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＜あらまし＞日本の代表的火山について鳥瞰図をそれぞれひとつ用意して、過去の噴火で被災した範

囲、そのときの噴煙、その結果としてできあがった火山地形などを、その図の上に重ね合わせたアニ

メーション教材の作成を始めた。鳥瞰図はカシミール3Dで、アニメーションはFLASHで作成している。

現在までに浅間山・阿蘇カルデラ・富士山の三つを完成させて、インターネット上で公開している。 
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現行の学習指導要領では、火山の噴火によって土

地が変化することを小学６年で学ぶ。続いて中学

１年で、火山のかたち・その噴火・噴出物、およ

びそれによって引き起こされる災害を学ぶ。 

 当該学年の理科教科書には、火山とその噴火が

たくさんの美しいカラー写真を使って取り上げ

られているから、これを見た児童生徒が火山に強

い関心を抱くのは想像にかたくない。意欲的な児

童生徒は、教諭に対して具体的な質問を発したり、

もっと詳しい説明を求めたりするだろう。しかし、

カラー写真として切り取られた特定火山の地形

の成り立ちや、特定噴火の推移やメカニズムをや

さしくわかりやすく児童生徒に説明することが

できる学校教諭は、残念ながら、少数である。 

 この困難を解決するために、日本の代表的火山

について鳥瞰図を用意して、その上に、過去の噴

火で被災した範囲、そのときの噴煙、その結果と

してできあがった火山地形などを重ね合わせた

アニメーションを作成することを始めた。現在ま

でに、浅間山・阿蘇カルデラ・富士山の三つがで

きている。すでにインターネット上に置いて公開

している。http://maechan.net/kazan3d/flash/

 

火山鳥瞰図は、国土地理院の数値地図 50 メート

ルメッシュ（標高）データを用いて、カシミール

3D（http://www.kashmir3d.com/）で作成した。

浅間山は 9000 メートル上空から、阿蘇カルデラ

は１万メートル上空から、富士山は２万メートル

上空から見た鳥瞰図とした。 

作成したアニメーションの数は、浅間山（6）、

阿蘇カルデラ（2）、富士山（5）である。テーマ

は下記の通りである： 

浅間山 （登山規制/江戸時代の噴火/平安時代

の噴火/1 万 6000 年前の噴火/三つの溶岩ドー

ム/2 万 4000 年前のくずれ） 

阿蘇カルデラ (カルデラの陥没/陥没後のカル

デラ) 

富士山 (江戸時代の噴火/平安時代の噴火/こ

ども火山/大沢くずれ/御殿場土石なだれ) 

 

アニメーションは、Macromedia 社が開発したソ

フトウエア Flash を用いて作成した。Flash は画

像だけでなく音声も扱うことができるが、教室で

児童生徒が一斉使用することを考えて音声の使

用を断念し、画像と文字だけとした。 

このようなアニメーション教材を Flash で作

成する長所はたくさんある： 

・ Windows や Macintosh など、どんな OS のパソ
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コンでも閲覧できる。 

・ 閲覧者はウェブブラウザに前もってプラグ

イン「Flash プレイヤー」（無料）をインスト

ールする必要があるが、最近のパソコンの多

くはインストール済みで売られている。イン

ストールされていない場合でも、閲覧しよう

としただけで自動的にプラグインがインス

トールされるから、特別な知識を要しない。 

・ 閲覧者側のマウスやキーボード操作をきっ

かけとしてアニメーション動作の開始を指

定することができる。 

・ Flash は、ラスター画像だけでなくベクター

画像を扱うことができる。ベクター画像はラ

スター画像に比べてファイルサイズがたい

へん小さくてすむため、ダウンロードにかか

る時間を節約することができる。したがって、

機敏なアニメーション動作が実現できる。 

今後は、火山の数を増やすとともに、次のよう

な発展を考えている。 

・ 鳥瞰図の上に道路や市町村境界などの線分

を重ねて表現する。現状ではカシミール 3D

で作成した鳥瞰図の上に任意の線分を重ね

るのはたいへんめんどうな手作業にならざ

るをえないが、これを自動化したい。 

・ ひとつの火山にひとつの鳥瞰図だけでなく、

複数の鳥瞰図をもちいて表現したい。あるい

は鳥瞰図自体をアニメーションにしたい。 

・ 過去の実績図だけでなく、ハザード予測図に

も発展させたい。 

この研究は、文部科学省科学研究費補助金 特定領域研

究「新世紀型理数科系教育の展開研究」公募研究に

2003-2004 年度採択された「火山噴火とその災害を三

次元立体表示と動画でまなぶ学校内 LAN 教材の作成」

（研究代表者：早川由紀夫）の一部である。
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